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世界と日本の食料事情と世界と日本の食料事情と

環境保全型かんがい排水事業の取組環境保全型かんがい排水事業の取組

釧路根室圏まちとくらしネットワークフォーラム 例会

H20．12．17

世界と日本の食料事情

穀物の需要量、生産量、期末在庫率の推移

近年、需要に比べ生
産が逼迫

期末在庫率は、小麦、飼料穀物及び精米ベースの米の合計値であり、各国の穀物年度の期末在庫量を消費量
で除して算出した。

世界の食料需要と供給を決める要因

長期的なトレンド

新たなトレンド
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食料需要の大幅な拡大

1．4倍
GDP予測（兆ドル）

2006年 2020年

中国 3.5 9.0

インド 1.5 3.0

日本 5.0 7.0

今後も、
ますます所得
が増加

資料：FAO世界農業予測
2015-2030

畜産物の生産には多くの穀物が必要

単位面積当たりの収量の伸びが鈍化

FAO（国連食糧農業機関）

予測では、

2015年まで

収穫面積：ほぼ横ばい

単収伸び率：1.1％に減少

収穫面積の拡大による

収量増加は困難

百万トン

アメリカ産とうもろこしのエタノール仕向け量の増加

米農務省「2017年に向けた農業計画」に

よれば、

2017年産は、33％に増加
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異常気象が主要輸出国の農業生産に多大な影響 世界各地で農産物の生産条件が悪化

食料供給に対する家畜伝染病の猛威

鉱工業に比べ、農産物は輸出に仕向けられる割合が低い 農産物の国際市場への供給は、特定の国・地域に依存

輸出国での不作等が国際市場に

大きな影響を及ぼす不安定な構造

（※）貿易率＝輸出量／生産量×100

農産物の国際市場は構造的に不安定



4

生産の不足ぎみ基調で、穀物価格は高どまり

小麦の豊作予測、金融不安による株価の低迷等を背景として、商品市場からの資金流出、世界的な不況による

穀物需要の減退懸念などから最高値に比べ大幅に低下したものの、依然、一昨年秋頃に比べ1.4～1.8倍の水準
理想的な食事のPFCバランスは P：12-15％、F：20-25％、C：60-68％

食生活の変化が健康をむしばみ財政を圧迫

（※）平成19年度は40％

戦後の食料自給率は、減少の一途 日本の食料供給の多くが、特定の国・地域に依存
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江戸時代からある「天ぷらそば」も現在は食材の
約８割が輸入

農林水産省算出による

日本の食料自給率は、主要先進国の中で最低水準

現在の食生活は維持するために、海外の多くの
農地と水に依存

食食の安全の安全に関する事件（主なもの）に関する事件（主なもの）
2000 雪印集団食中毒事件

2001 国内でBSE感染牛確認、

雪印等による牛肉偽装補助金詐欺事件

2002 中国産冷凍ホウレンソウ・枝豆から残留農薬

2003 中国産ウナギから抗菌剤

2005 中国産ウナギから抗菌剤（再度）、
不二家シュークリーム賞味期限切れ事件

2007 ミートホープ卸し肉偽装事件、比内鶏偽装事件、
白い恋人賞味期限改ざん事件、
赤福製造日・消費期限不正表示事件、
船場吉兆賞味期限切れ・産地偽装事件

2008 中国産冷凍餃子中毒事件、事故米不正転売事件、中国産牛乳メラミン汚染、

中国産冷凍野菜から高濃度農薬、中国産鶏肉・鶏卵メラミン汚染
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ＷＴＯ、ＥＰＡの課題

2008年7月29日 閣僚会合決裂

・緊急輸入制限（セーフガード）措置頭を巡る米国とイ

ンド、中国間の対立が主因

締結されていれば、

・農業分野で関税削減の例外扱いとなる重要品目は

全品目の原則４％（日本の主張は８％以上）

→ 日本及び北海道の農業に大きな打撃が想定

WTOを巡る最近の状況

2008年10月27日～31日 第7回会合

・豪州側は、牛肉、乳製品、小麦、大麦の品目に係る関

税や国境措置の中には、国内生産に悪影響を与えな

いで日豪二国間で撤廃できるものもあると主張

・日本側は、各品目の国内生産を維持し、需給バラン

スを図る上で、関税や国境措置が不可欠であり、こ

れらの撤廃には応じられないと主張

日豪ＥＰＡを巡る最近の状況

日本と豪州の農業構造等の比較

日本の酪農事情

飼料自給率の推移飼料自給率の推移
大家畜経営における飼料自給率の推移（ＴＤＮベース）
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資料：農林水産省「畜産物生産費」、「日本標準飼料成分表」から算出

乳牛用配合飼料価格の推移国際的な需要に合わせて、配合飼料価格と肥料価格
がうなぎ登り

「最近の牛乳乳製品をめぐる情勢について」
H20.11 農林水産省

3年あまりで

約1．5倍
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2008.9.27 読売新聞

道外酪農の危機道外酪農の危機

「最近の牛乳乳製品をめぐる情勢について」H20.11 農林水産省

生乳生産量の推移（都府県・北海道）生乳生産量の推移（都府県・北海道）

環境保全型かんがい排水事業
の取組

事事 業業 実実 施施 前前
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事事 業業 実実 施施 後後 事業の目的事業の目的
事業実施・ふん尿の活用

牧草収穫量の増

効
果
的
な

リ
サ
イ
ク
ル
の
実
現

ふん尿散布作業軽減

購入肥料費の節減

粗飼料自給率向上

生産性の向上 ＋ ふん尿等の流出抑制（環境負荷の軽減）

⇒環境保全型農業の実現

生産性の向上 ＋ ふん尿等の流出抑制（環境負荷の軽減）

⇒環境保全型農業の実現

はまなか地区

別海南部地区

別海地区

別海北部地区（調査中）

別海西部地区

事業の事業の調査と調査と実施状況実施状況 肥培かんがい施設とは？肥培かんがい施設とは？

整備前

整備後

ふん尿（スラリー）に水を
加え、ばっ気（※）し熟成し

た液体肥料を製造

調整池

配水調整槽

ふん尿を農地に撒けない
冬期間も安全に貯留

臭いも軽減され、牛舎周り
の環境も格段に良くなる
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浄化型排水路とは？浄化型排水路とは？

牧草地で降雨時に水がたまったり、湿気る被害を解
消し、牧草の生育や農機具の作業性を良くするとと
もに、土砂の流出を防ぎ水質をきれいにする機能を

あわせ持った排水路です。

土砂やふん尿の流入防止と窒素・リンなどの吸収の
ために排水路沿いに片側10～25mの幅で樹林帯
（土砂緩止林）を整備します。

牧草地で降雨時に水がたまったり、湿気る被害を解
消し、牧草の生育や農機具の作業性を良くするとと
もに、土砂の流出を防ぎ水質をきれいにする機能を

あわせ持った排水路です。

土砂やふん尿の流入防止と窒素・リンなどの吸収の
ために排水路沿いに片側10～25mの幅で樹林帯
（土砂緩止林）を整備します。

2007年6月2003年夏

そこにあった樹木で林を再現そこにあった樹木で林を再現～土砂緩止林～土砂緩止林

ドロノキ ミズナラ ノリウツギ ホザキシモツケ

土砂緩止林のイメージ図

遊水池・排水調整池とは？遊水池・排水調整池とは？

排水路に流入した土砂や窒素・リンな
どを除去し、河川に流れ出るのを防ぐ
ための施設です。

浄化型排水路の上流と下流に設置し、
遊水池にはヨシなどの湿生植物を植え、
窒素・リンなどを吸収させます。

排水路に流入した土砂や窒素・リンな
どを除去し、河川に流れ出るのを防ぐ
ための施設です。

浄化型排水路の上流と下流に設置し、
遊水池にはヨシなどの湿生植物を植え、
窒素・リンなどを吸収させます。

遊水池

排水調整池

受益地における収量調査結果（作物＝牧草）
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スラリーの速効性によりスラリーの速効性により牧草生産量牧草生産量がが増加増加

【釧路開発建設部調べ】

適正にふん尿を散布することにより、
牧草の生産量が増加しています。

適正にふん尿を散布することにより、
牧草の生産量が増加しています。

平均２３％増収！
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スラリー施用による化学肥料費スラリー施用による化学肥料費がが節減節減

※収量調査実施農家でのＨ１６～１９の平均データ。化学肥料単価は、H20. 7～9月単価を使用。

【釧路開発建設部調べ】

肥料全体で、ha当り約11,500円の節減を実現！

事業前後の化学肥料費の比較
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事業前後の化学肥料投入量の比較
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－30kg
－13kg

－81kg

スラリースラリーばっばっ気で臭い気で臭いが大幅に軽減が大幅に軽減

【釧路開発建設部調べ】

他にもこんな効果が！他にもこんな効果が！

作業性の向上

雑草種子の不活性化

肥料やけ、生育制御の防止

土壌の改善

川もきれいに！～水質改善川もきれいに！～水質改善効果にも一役効果にも一役

【釧路開発建設部調べ】

整備前 整備後

西別川下流ではバイカモの自生が進み、か
つての清流が戻りつつあります。

西別川下流ではバイカモの自生が進み、か
つての清流が戻りつつあります。

（写真提供：別海漁協）

別海地区 全窒素の年間流出量(t)
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事業の必要性と環境保全の
取り組みへの理解を深めるた
め、住民参加による植樹を
行っています。

事業の必要性と環境保全の
取り組みへの理解を深めるた
め、住民参加による植樹を
行っています。

幼稚園児

中学生別海町川を考える月間

スコップ持って森づくり～住民参加による植樹スコップ持って森づくり～住民参加による植樹 高校生が苗木づくり高校生が苗木づくり

平成１９年１０月１７日、
別海高校１年生は、土
砂緩止林へ植樹するた
めの苗木づくりに取り
組みました。

１０月３日には、３年生

たちが、１年生の時か
ら２年間、自ら育てた苗
を排水路沿いに植樹し
ています。

平成１９年１０月１７日、
別海高校１年生は、土
砂緩止林へ植樹するた
めの苗木づくりに取り
組みました。

１０月３日には、３年生

たちが、１年生の時か
ら２年間、自ら育てた苗
を排水路沿いに植樹し
ています。

平成１９年１０月１９日道新

排水路にこんなに生き物がいたよ！排水路にこんなに生き物がいたよ！

「別海地区」では、平成１９年７月１１日、別海町中央小学
校５年生と共に排水路の生き物調査を実施しました。

「別海地区」では、平成１９年７月１１日、別海町中央小学
校５年生と共に排水路の生き物調査を実施しました。

平成１９年７月１２日道新

ご参加いただいたご参加いただいた皆様の今後の参考皆様の今後の参考
となれば幸いですとなれば幸いです

ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました


